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〈表紙の図〉

「生体はいかに温度をセンスするか―TRP チャンネル温度受容体―」富永真

琴：日生誌Vol.65No.4・5:P132,2003

4つの温度受容体チャネル電流の温度依存曲線（左）と知られている温度受容

体のカバーする温度（右）

左：保持電位－60mVでの全細胞電流．下向きが活性化して細胞内に流入する

内向き電流を示す．点線は活性化温度閾値を示す．カプサイシン受容体

TRPV1は約 43度以上，TRPV2は約 51度以上，TRPV4は約 36度以上，

TRPM8は約28度以下で活性化する．

右：冷から熱の温度刺激を感知する5つのTRPファミリーメンバー温度受容

体とANKTM1を示す．TRPV4を除く5つのチャネルは温度痛み刺激受容に

関与することが推定されている．TRPV1の低温側，TRPM8の高温側の点線

は，受容体の機能制御によって活性化温度閾値が変化しうることを示す（本文

参照）．


